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教職員定数改善計画の策定・実施と教育予算拡充を求める意見書 

 

 

 子どもたちの主体的で協働的な「豊かな学び」を実現するためには、教職員

定数の改善が、最も重要な環境整備のひとつだと考える。 

2021年４月、国の学級編成の標準が40年ぶりに引き下げられ、小学校35人学

級が実現し、今後５年間で２年生から順次引き下げるとしているが、中学校に

ついては、現時点において学級編成の標準は引き下げられていない。 

日本の１クラス当たりの児童生徒数は、2020年経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）

公表値で比較すると、小学校27人（ＯＥＣＤ加盟国１クラス当たり21人）、中学

校32人（同23人）とどちらも大きく上回っている状況であり、小学校のみの改

善に留めることは合理的ではないと言わざるを得ない。 

教育の今日的課題の複雑化・多様化による学校現場の業務量は増加の一方で

あり、「学校における働き方改革」が叫ばれるなか、人的配置をはじめとする財

政措置は、未だ不十分であると言わざるを得ない。教職員定数を改善すること

で少人数学級の実現や専科指導の充実、生徒指導や支援体制の強化を促し、ま

た、公財政として措置される教育予算を拡充し、教育条件整備をすすめていく

ことが、山積する教育課題の解決へとつながり、そして、子どもたち一人ひと

りの「豊かな学び」を保障することになると考える。 

よって、国において、教職員定数改善計画の策定・実施と教育予算の拡充を

図られるよう強く要望する。 

 

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 
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